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研修の際に、大町溝資料館を視察いただきました。
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平
成
二
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員

の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
大
町
溝
土
地
改
良
区
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま
し
て
組
合
員
の
皆
様
か
ら

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
稲
作
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
っ
た
の
か
出
穂
後
に
高
温
が
続
き
登
熟

期
の
気
象
経
過
を
踏
ま
え
て
水
利
の
管
理

に
は
万
全
の
体
制
で
行
い
ま
し
た
。
秋
に

は
、品
質
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

収
量
品
質
共
に
平
年
並
み
に
な
り
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
政
は
今
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
り
ま

す
。

の
体
制
の
下
、
市
場
原
理
を

基
本
に
、
競
争
力
の
あ
る
担
い
手
育
成
を

課
題
と
す
る

経
営
安
定
対
策

と
農
業

生
産
の
多
面
的
機
能
の
一
層
の
発
揮
を
目

指
す

農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策

は
戦
後
最
大
と
い
わ
れ
る
農
政
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
地
改
良
区
は
、
生
産
現
場
の

営
農

と

農
地
・
水

環
境

の
要
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も

二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
更
な
る
発
展
に
繋
げ
る
に
は
、
先

人
達
の
残
さ
れ
た
英
知
と
現
場
の
実
践
に

学
び
、
今
は
環
境
の
時
代
に
相
応
し
い
自

然
と
、
農
地
と
水
の
新
た
な
関
係
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
土
地
改
良
区
が
果
た
し
て
い
る
地

域
資
源
の
管
理
、
営
農
の
支
援
、
環
境
、

生
態
系
の
保
全
、
地
域
文
化
の
継
承
、
地

域
活
性
化
等
そ
の
実
態
と
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
土
地
改
良
区
の

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
農
村
を
取
り
ま

く
諸
情
勢
は
益
々
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

特
に

生
産
者
米
価
の
大
幅
下
落

に
よ

り
農
家
経
営
は
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
土
地
改
良
区
は
厳
し
い
農

業
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
担
い
手
育
成
支
援

事
業
、
平
準
化
対
策
事
業
、
ほ
場
整
備
事

業
償
還
対
策
事
業
等
、
色
々
な
農
家
負
担

軽
減
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

又
、
最
上
川
下
流
右
岸
土
地
改
良
区
連

合
を
中
心
に
し
た
組
織
改
革
に
つ
い
て
は
、

国
営
最
上
川
下
流
沿
岸
農
業
水
利
事
業
の

進
展
に
合
わ
せ
て
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
。大

町
溝
土
地
改
良
区
は
最
上
川
水
系
の

取
水
が
中
心
で
草
薙
頭
首
工
か
ら
取
水
し

て
い
る
水
が
全
体
の
八
十
％
を
占
め
て
お

り
、
将
来
安
定
し
た
取
水
、
各
事
業
の
維

持
管
理
、
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
た
め
、

組
織
整
備
改
革
を
行
い
維
持
管
理
を
含
め

た
農
家
負
担
軽
減
を
図
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

集
落
営

農
と
担
い
手
の
明
確
化

の
も
と
で

品

目
横
断
、
新
た
な
経
営
安
定
対
策

が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
米
、
麦
、
大
豆

な
ど
の
土
地
利
用
型
作
物
は
、
こ
れ
ま
で

す
べ
て
の
農
家
を
対
象
に
し
て
き
た
品
目

別
の
価
格
政
策
か
ら
、施
策
の
対
象
を
担

い
手

に
絞
り
込
み
、
そ
の
経
営
を
維
持

す
る
本
格
的
な
所
得
政
策
に
大
き
く
転
換

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
農
村
に
於
い
て
は
高
齢
化
、

混
住
化
の
進
展
に
よ
り
集
落
機
能
の
低
下

が
見
ら
れ
、
農
地
や
農
業
用
施
設
等
の
資

源
の
保
全
管
理
が
困
難
に
な
り
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
る
事
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
特
に
農
業
水
利
施
設
な
ど
の
地

域
資
源
の
保
全
管
理
を
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
担
っ
て
行
く
の
か
が
問
わ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

の
施
策

は
、品
目
横
断
、経
営
安
定
対
策
と
併
せ
、

農
政
改
革
の

車
の
両
輪

と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

生
産
と
経
営
は

担
い
手
が
引
き
受
け
、
農
業
資
源
は
地
域

住
民
皆
で
管
理
す
る

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
で
地
域
農
業
を
守
り
元
気
に

す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

大
町
溝
土
地
改
良
区
と
し
て
は
施
設
の

維
持
管
理
を
踏
ま
え
、
こ
の
事
業
に
は
積

極
的
に
参
加
を
す
る
こ
と
に
し
て
こ
れ
ま

で
役
員
、総
代
の
研
修
会
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
の

農
地
・
水

・
環
境
保
全
向
上
対
策

に
つ
い
て
は
、

管
内
全
地
区
が
参
加
し
、
各
組
織
を
立
ち

上
げ
共
同
活
動
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。又
、

こ
れ
ま
で

二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
大
町

溝
土
地
改
良
区
に
於
い
て
は
、
酒
田
市
立

南
平
田
小
学
校
の
校
外
学
習
の
受
け
入
れ
、

郡
鏡
地
域
協
議
会
と
の

水
の
旅
、
小

牧
川
水
環
境
改
善
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加
、

酒
田
市
松
原
小
学
校
の

小
牧
川
の
生
き

物
調
査

な
ど
の
各
行
事
に
は
年
間
を
通

し
て
積
極
的
に
参
加
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
各
地
域
協
議
会
、
各
学
校
の
社
会

学
習
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
い
、
農
家
以
外
の
多
く
の

方
々
か
ら
も
土
地
改
良
区
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
穏
や
か
で
稔
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
こ
と
と
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
町
溝
土
地
改
良
区

理
事
長

齋

藤

副
理
事
長
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番

齋
藤
誠
一

理
事
会
に
お
け
る
監
査
報
告
に
お
い

て
、
未
収
金
の
改
善
の
努
力
を
す
る

こ
と
。
と
の
指
摘
事
項
の
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
監
事
へ
の
回
答
文
書
は
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

齋
藤
久
太
郎

総
括
監
事

理
事
会
に
て
口
頭
で
説
明
を
受
け
て

お
り
、
文
書
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

番

齋
藤
誠
一

未
納
金
へ
の
対
応
の
整
備
の
た
め
に
、

総
代
は
理
事
と
同
じ
内
容
の
情
報
を
持

ち
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
動
く
た
め
に
は
、
更

な
る
情
報
公
開
の
必
要
性
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

未
納
金
処
理
の
た
め
の
情
報
公
開
の

件
で
す
が
、
理
事
会
に
つ
い
て
は
全
て

実
名
を
発
表
し
、
内
容
及
び
対
応
に
つ

い
て
も
検
討
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

総
代
は
土
地
改
良
区
の
構
成
員
で
あ
り

ま
す
の
で
、
総
代
よ
り
情
報
公
開
を
求

め
ら
れ
れ
ば
公
開
い
た
し
ま
す
。

番

阿
曽
兼
太

現
在
の
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
が
終
了
す
る

年
後
に
は
農
作
業

も
一
段
と
大
変
な
時
代
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
農
業
経
費
の
削
減
と
農
作
業
の

負
担
軽
減
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
土
地
改
良
区
と
し
て
の
考

え
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

齋
藤

理
事
長

今
年
度
よ
り
各
地
域
で
進
め
て
い
る

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
と
の

関
わ
り
が
現
場
で
は
大
変
混
乱
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
改
良
区
の
組

織
と
し
ま
し
て
は
、
水
利
を
中
心
と
し

た
環
境
を
守
り
な
が
ら
将
来
へ
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
基
本
で
す
の
で
、
基
本
に

沿
っ
て
地
域
に
定
着
す
る
よ
う
な
形
で

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
間
違
い
の

な
い
判
断
の
基
で
、
地
域
に
あ
っ
た
形

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

番

阿
曽
兼
太

ほ
場
整
備
が
完
了
後

年
余
り
経
過

し
、
農
地
内
の
補
修
箇
所
が
増
え
て
き

て
お
り
、
担
い
手
農
家
が
受
託
面
積
拡

大
を
足
踏
み
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
補
修
に
対

す
る
助
成
制
度
拡
充
に
つ
い
て
土
地
改

良
区
よ
り
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

番

齋
藤
誠
一

内
郷
地
区
償
還
金
の
借
り
換
え
で
、

金
利
が
高
い
物
か
ら
安
い
物
へ
の
借
入

変
更
は
わ
か
り
ま
す
が
、
お
よ
そ
い
く

ら
位
の
軽
減
に
な
り
ま
す
か
。

総
務
課
長

借
入
予
定
先
と
協
議
し
た
結
果
、
約

一
千
三
百
万
円
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と

な
り
、
償
還
期
間
が

年
短
く
な
る
予

定
で
す
。

去
る
平
成

年

月

日
、
当
土
地
改
良
区
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、

総
代

名
の
内

名
の
出
席
の
上
、
石
川
信
一
総
代
の
議
長
に
よ
り
、
平

成

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算
並
び
に
財
産
目
録
の

承
認
、
平
成

年
度
補
正
予
算
、
を
含
む
全

議
案
が
全
員
賛
成
で
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
抜
粋
）
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特 別 会 計 名 収入決算額 支出決算額 差 引 額 備 考

県営土地改良事業 平成 年度に繰越す。

団体営土地改良事業 平成 年度に繰越す。

担い手育成支援事業 平成 年度に繰越す。

役員退任慰労金 平成 年度に繰越す。

水源涵養林 平成 年度に繰越す。

事務所等維持管理 平成 年度に繰越す。

決済金 平成 年度に繰越す。

土地改良事業積立金 平成 年度に繰越す。

顕彰金 平成 年度に繰越す。

自動車償却及び購入基金積立金 平成 年度に繰越す。

職員退職給与金 平成 年度に繰越す。

特 別 会 計 名 収入決算額 支出決算額 差 引 額 備 考

県営土地改良事業 平成 年度に繰越す。

団体営土地改良事業 平成 年度に繰越す。

担い手育成支援事業 平成 年度に繰越す。

役員退任慰労金 平成 年度に繰越す。

水源涵養林 平成 年度に繰越す。

事務所等維持管理 平成 年度に繰越す。

決済金 平成 年度に繰越す。

土地改良事業積立金 平成 年度に繰越す。

顕彰金 平成 年度に繰越す。

自動車償却及び購入基金積立金 平成 年度に繰越す。

職員退職給与金 平成 年度に繰越す。
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月 日 東北農政局最上川下流沿岸農業水利事業所主催による農地・水・環境保全向上対策 地域
リーダー養成講習会が、専門コース 名、一般コース 名 計 名の参加をいただき、大町溝土地改良
区事務所にて開催されました。
日本グラウンドワーク協会より講師を迎え、各地区の農地・水・環境保全組織の役員や事務局の皆

さんは、ワークショップ手法による地域での話し合いや計画づくりの手法を体験し、お互いの取り組み
状況に関する意見交換を行いました。参加いただきました皆様ご苦労様でした。

平成 年度より新規事業として取り組んでおります農地 水 環境保全向上対策について、一年間活
動し色々な問題等がありますが他の組織との情報交換の上、地域に根づく活動へ結びつけて下さい。
各組織は以下のとおりとなっております。

区 域 組 織 名 代表者 区 域 組 織 名 代表者
上 郷 南部地域環境保全会 平向 正 郡 鏡 郡鏡地域保全会 石川 敏行
山寺松嶺 山寺松嶺地域環境保全会 齋藤 一夫 飛 鳥 飛鳥地区整備振興会 長谷部久雄
内 郷 内郷地域環境保全会 佐藤 伸二 砂 越 砂越地区保全会 小林 隆逸
田 沢 田沢地域農地 水 環境保全会 阿蘇 勝 東 平 田 東平田地区環境保全会 前田 茂
山 谷 山谷公民館環境保全会 齋藤久太郎 中 平 田 中平田地区環境保全会 千葉 明
楢 橋 楢橋地域保全会 今井 英夫 酒 田 酒田地区保全会 齋藤 安彦



校外活動 （ ）
酒田市立南平田小学校 年 校外学習

社会科の施設見学（大町溝資料館）

校外活動 （ 及び ）
酒田市立松山小学校 年 農業体験学習

田植えと稲刈り ショット

公民館活動 農地 水 環境保全活動 （ ）
地見っ子研修会 （南部公民館・南部地域環境保全会）

土地改良施設の見学（平田揚揚水所）

校外活動 （ ）
酒田市立南平田小学校 年 校外学習

社会科の施設見学（大町溝資料館）

校外活動 （ 及び ）
酒田市立松山小学校 年 農業体験学習

田植えと稲刈り ショット

公民館活動 農地 水 環境保全活動 （ ）
地見っ子研修会 （南部公民館・南部地域環境保全会）

土地改良施設の見学（平田揚揚水所）
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視察 （ ）
溝友クラブ 大町溝土地改良区 役員 の会

国営最上川下流沿岸農業水利事業で改修された草薙頭首工の見学

研修 （ ）
鶴岡松根クリーンネットワーク

農地 水 環境保全向上対策の先進事例研修

視察 （ ）
酒田市 遊摺部老人クラブ

施設研修で大町溝資料館の視察

公民館活動 農地 水 環境保全活動（ ）
郡鏡コミュニティー 水の旅 （郡鏡地域協議会・郡鏡地域保全会）

匹 魚のつかみ取り

学校や公民館及び自治会研修活動の場として活用下さい。
問い合わせ 大町溝土地改良区 総務課 庶務係 久松まで

視察 （ ）
溝友クラブ 大町溝土地改良区 役員 の会

国営最上川下流沿岸農業水利事業で改修された草薙頭首工の見学

研修 （ ）
鶴岡松根クリーンネットワーク

農地 水 環境保全向上対策の先進事例研修

視察 （ ）
酒田市 遊摺部老人クラブ

施設研修で大町溝資料館の視察

公民館活動 農地 水 環境保全活動（ ）
郡鏡コミュニティー 水の旅 （郡鏡地域協議会・郡鏡地域保全会）

匹 魚のつかみ取り

学校や公民館及び自治会研修活動の場として活用下さい。
問い合わせ 大町溝土地改良区 総務課 庶務係 久松まで
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特別会計

最上川下流右岸土地改良区連合財産の状況

最上川下流右岸土地改良区連合所属土地改良区の現状

単価（円）

第 号 大 町 溝 平成 年 月 日発行

項 目 大町溝土地改良区 日向川土地改良区 合 計

地区総面積

内 連 合 関 係 面 積

組 合 員 数 人 人 人

内 連合関係組合員数 人 人 人

項 目 大町溝土地改良区 日向川土地改良区 合 計

地区総面積

内 連 合 関 係 面 積

組 合 員 数 人 人 人

内 連合関係組合員数 人 人 人

特 別 会 計 名 収入決算額 支出決算額 収入支出差引残額 備 考

自動車償却及び購入基金 平成 年度に繰越す。

職 員 退 職 給 与 金 平成 年度に繰越す。

役 員 退 任 慰 労 金 平成 年度に繰越す。

褒 賞 金 平成 年度に繰越す。

事 務 所 整 備 資 金 平成 年度に繰越す。

財 政 調 整 資 金 平成 年度に繰越す。

特 別 会 計 名 収入決算額 支出決算額 収入支出差引残額 備 考

自動車償却及び購入基金 平成 年度に繰越す。

職 員 退 職 給 与 金 平成 年度に繰越す。

役 員 退 任 慰 労 金 平成 年度に繰越す。

褒 賞 金 平成 年度に繰越す。

事 務 所 整 備 資 金 平成 年度に繰越す。

財 政 調 整 資 金 平成 年度に繰越す。

区 分 土地（敷地等） 土地（山林原野等） 建 物

面 積

区 分 土地（敷地等） 土地（山林原野等） 建 物

面 積



草薙頭首工に展示ホールが完成（新名所発見！）

新設された展示コーナー

多重回転円板式スクリーンの模型
（本物と同じ電動回転式）

最上川下流沿岸地区管内図 電飾パネル
（ボタンを押すと位置と施設が点灯）

前川第 幹線用水路工事

右岸トンネル工事

草薙頭首工に展示ホールが完成（新名所発見！）

新設された展示コーナー

多重回転円板式スクリーンの模型
（本物と同じ電動回転式）

最上川下流沿岸地区管内図 電飾パネル
（ボタンを押すと位置と施設が点灯）

前川第 幹線用水路工事

右岸トンネル工事
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平成 年度より進められておりました草薙頭首工の躯体改

修が完了し、今年度より取水を行っております。

新たに設置されました展示コーナーには、今までの歴史を

物語る写真が展示されております。また、取水口に新設され

ました多重回転円板式スクリーンの模型と、最上川下流沿岸

地区管内図の電飾パネルが設置され、施設の位置などが一目

で確認できる近代的な設備が完成しました。

多くの皆様よりの視察をお待ちしております。

草薙頭首工躯体改修その他建設工事 一式
請負会社 丸充建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

前川第 幹線用水路（その ）工事
請負会社 西松建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

前川第 幹線用水路（その ）工事
請負会社 若築建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

右岸幹線トンネル改修（その ）工事
請負会社 佐藤工務 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

草薙頭首工資材運搬道路撤去工事 一式
請負会社 有賀建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

草薙頭首工工事用道路原形復旧工事 一式
請負会社 阿部建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

草薙頭首工躯体改修その他建設工事 一式
請負会社 丸充建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

前川第 幹線用水路（その ）工事
請負会社 西松建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

前川第 幹線用水路（その ）工事
請負会社 若築建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

右岸幹線トンネル改修（その ）工事
請負会社 佐藤工務 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

草薙頭首工資材運搬道路撤去工事 一式
請負会社 有賀建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日

草薙頭首工工事用道路原形復旧工事 一式
請負会社 阿部建設 請負金額 円
工期 平成 年 月 日 平成 年 月 日



所有権、耕作権等の変更の場合の手続き

農地を転用（農地転用等の通知）する場合の手続き
公共事業による農地の買収の場合があった時は、大町溝財務係までご一報下さい。（ ）

大 町 溝 平成 年 月 日発行

大町溝では、賦課金算出の基となる面積を毎年 月末日現在で決定しております。平成 年度の賦課
面積異動も今年の 月 日 までとなっており、農地の権利等に移動があったときは組合員自ら土地
改良区に届出ていただくことになっております。農地を転用等する場合も速やかに大町溝に届出をし
ていただくようお願いいたします。心当たりの方は届出に必要な下記の書類をご持参のうえ、変更の
手続きをしていただくようお願いします。
なお、農業委員会の手続きだけでは大町溝の面積は変わりませんので 必ず届出 をお願いします。

各様式は大町溝土地改良区のホームページ（ ）よりダウンロードできます。
問い合わせ先 大町溝土地改良区 総務課 財務係まで

所有権移転 使用収益権移転 資格喪失
（解約）売買・贈与・交換 相 続

後継者移譲（使用貸借）
農業経営者変更賃貸借

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・ 土地登記簿謄本

（法務局より）
・土地権利書
・ 農地法第 条許可書

（農業委員会より）
・農用地利用集積計画書の
許可書（農業委員会より）
上記のいずれかの書類の写
しを添付

・新資格者の印鑑
・土地登記簿謄本

（法務局より）
・土地権利書
上記のいずれかの書類の写
しを添付

・死亡年月日を明記
・現資格者の印は不要

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・農地法第 条許可書

（農業委員会より）
・農用地利用集積計画書の
許可書

（農業委員会より）
・上記のいずれかの書類の
写しを添付

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・農地法第 条の確認通知
（合意解約）の写し添付

（農業委員会より）

各種手続きの際に、賦課金引落し口座の確認可能な書面を持参下さい。
その他
・住所が変更となった場合は、住所変更届の提出が必要。
・賦課金引落し口座の変更の場合は、賦課金引落し口座番号変更届（通帳印が必要）の提出が必要。

所有権移転 使用収益権移転 資格喪失
（解約）売買・贈与・交換 相 続

後継者移譲（使用貸借）
農業経営者変更賃貸借

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・ 土地登記簿謄本

（法務局より）
・土地権利書
・ 農地法第 条許可書

（農業委員会より）
・農用地利用集積計画書の
許可書（農業委員会より）
上記のいずれかの書類の写
しを添付

）

）

）

・新資格者の印鑑
・土地登記簿謄本

（法務局より）
・土地権利書
上記のいずれかの書類の写
しを添付

・死亡年月日を明記
・現資格者の印は不要

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・農地法第 条許可書

（農業委員会より）
・農用地利用集積計画書の
許可書

（農業委員会より）
・上記のいずれかの書類の
写しを添付

）

）

・新現資格者双方の印鑑
・農業委員会長の確認印

もしくは
・農地法第 条の確認通知
（合意解約）の写し添付

（農業委員会より）

各種手続きの際に、賦課金引落し口座の確認可能な書面を持参下さい。
その他
・住所が変更となった場合は、住所変更届の提出が必要。
・賦課金引落し口座の変更の場合は、賦課金引落し口座番号変更届（通帳印が必要）の提出が必要。

手続き原因
項目

必要書類

農地法第 条転用
（自所を地目変更）

農地法第 条転用
（所有権の移転を伴う地目変更）

公共事業買収に伴う転用

通知書への
記 載 事 項

転用組合員名・印鑑
地区総代の署名・捺印

転用組合員名（現在の組合員）・印鑑
転用関係者名（新たな取得予定者）・印鑑

地区総代の署名・捺印
転用組合員からの申し出

位 置 図
公図（写し） 丈 量 図
登記簿謄本 地積計算書
そ の 他 事業概要書

決済金を納入後、意見書の交付を受け、地区除外となる。

意見書を農業委員会に提出し転用の手続きを取る。
決済金を納入後、地区除外となる。

手続き原因
項目

必要書類

農地法第 条転用
（自所を地目変更）

農地法第 条転用
（所有権の移転を伴う地目変更）

公共事業買収に伴う転用

通知書への
記 載 事 項

転用組合員名・印鑑
地区総代の署名・捺印

転用組合員名（現在の組合員）・印鑑
転用関係者名（新たな取得予定者）・印鑑

地区総代の署名・捺印
転用組合員からの申し出

位 置 図
公図（写し） 丈 量 図
登記簿謄本 地積計算書
そ の 他 事業概要書

決済金を納入後、意見書の交付を受け、地区除外となる。

意見書を農業委員会に提出し転用の手続きを取る。
決済金を納入後、地区除外となる。
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使用料又は阻害補償料

浄化水及び排水放流使用料

問い合わせ先 大町溝土地改良区 管理課 朝井・住石まで

使用料又は阻害補償料

浄化水及び排水放流使用料
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大町溝土地改良区が維持管理している施設（用排水路・農道等）を他の目的に使用する場合及び浄化槽処理水等を
大町溝土地改良区が維持管理している用排水路に放流する場合は、管理施設使用規程に基づき土地改良区の承認が
必要です。（承認を得ないで、施設を使用した場合速やかに撤去または、申請を促すとともに承認前に使用した期
間に対し、規程に定める 倍の使用料を頂くこととなります。）

他目的使用の場合
土地改良施設他目的使用承認申請書を保証人 人との連名で提出し、契約締結後（契約期間は 年間です。）に

下表の使用料を納入し使用することとなります。（取扱手数料 円）

使 用 の 目 的 単 位 年 額

電柱（支柱、支線を含む）及び鉄塔設置 公衆電器通信法施行令（昭和 年政令 号）提示に掲げる単位及び額

管類の地下埋設
口径 以下 あたり 円

口径 未満 あたり 円

広告物、街灯等 表示面積 あたり 円

橋 梁 等 面積 あたり 円以内

駐 車 場 面積 あたり 円以内

浄化槽処理水等放流の場合
土地改良施設他目的使用承認申請書を保証人 人との連名及び地域の総代、支溝代表者等の承諾印を受け提出

し、契約締結後（契約期間は 年間です。）に下表の使用料を納入し使用することとなります。（取扱手数料 円）

区 分 種 別 単 位 年 額

浄化槽

し尿浄化槽 一般家庭 ヶ所 円

会社、工場、病院、その他

人槽まで 人あたり 円

人 人槽まで 人あたり 円

人槽以上 人あたり 円

排 水 会社、工場、病院、その他 排出量 ヶ年 あたり 円

土地改良区の運営は、すべて受益地の農地からいただく賦課金によってまかなわれております。また、ほ場

整備事業等の償還金は債務返済のための資金であります。

昨今の厳しい農業情勢の中で未収金が増える傾向となってきており、ほ場整備を行った地区全体に迷惑がかか

ることとなります。

土地改良区としましても未納者へ個別対応を行わせていただいておりますが、農地の処分を希望する方もお

られ、農地を取得していただける方を、農業委員会等のご協力をいただきながら探しております。



長期借入金の状況 年度当初の借入実績であり、償還計画については 月号をご覧下さい。

平準化事業資金借入金の状況 年度当初の借入償還実績であり、償還計画については 月号をご覧下さい。

区有財産の状況

○23-1525
○○○�

長期借入金の状況

平準化事業資金借入金の状況

区有財産の状況

第 号 大 町 溝 平成 年 月 日発行

印

刷

株
式
会
社

小
松
写
真
印
刷

酒
田
市
京
田
二

五
九

三

二
三
四

四
一

一
一

事 業 名 未償還元金
（千円）

償還終
了年度 事 業 名 未償還元金

（千円）
償還終
了年度

寺田第二地区かんがい排水事業 南平田地区ほ場整備事業

南田沢第二地区かんがい排水事業 西平田地区ほ場整備事業

飛鳥地区排水対策特別事業 中平田南地区ほ場整備事業

飛鳥地区区画整理事業 大正溝地区ほ場整備事業

山寺地区区画整理事業 砂越地区ほ場整備事業

内郷地区ほ場整備事業 中平田西地区ほ場整備事業

山元地区ほ場整備事業 飛鳥砂越地区ほ場整備事業

合 計

事 業 名 未償還元金
（千円）

償還終
了年度 事 業 名 未償還元金

（千円）
償還終
了年度

寺田第二地区かんがい排水事業 南平田地区ほ場整備事業

南田沢第二地区かんがい排水事業 西平田地区ほ場整備事業

飛鳥地区排水対策特別事業 中平田南地区ほ場整備事業

飛鳥地区区画整理事業 大正溝地区ほ場整備事業

山寺地区区画整理事業 砂越地区ほ場整備事業

内郷地区ほ場整備事業 中平田西地区ほ場整備事業

山元地区ほ場整備事業 飛鳥砂越地区ほ場整備事業

合 計

事 業 名 未償還元金
（千円）

償還終
了年度 事 業 名 未償還元金

（千円）
償還終
了年度

相沢川区画整理事業 山元地区ほ場整備事業

上郷溝地区区画整理事業 中平田東地区ほ場整備事業

石名坂地区区画整理事業 南平田地区ほ場整備事業

飛鳥地区区画整理事業 西平田地区ほ場整備事業

山寺地区区画整理事業 中平田南地区ほ場整備事業

内郷地区ほ場整備事業 大正溝地区ほ場整備事業

合 計

事 業 名 未償還元金
（千円）

償還終
了年度 事 業 名 未償還元金

（千円）
償還終
了年度

相沢川区画整理事業 山元地区ほ場整備事業

上郷溝地区区画整理事業 中平田東地区ほ場整備事業

石名坂地区区画整理事業 南平田地区ほ場整備事業

飛鳥地区区画整理事業 西平田地区ほ場整備事業

山寺地区区画整理事業 中平田南地区ほ場整備事業

内郷地区ほ場整備事業 大正溝地区ほ場整備事業

合 計

土地（敷地等） 山林（山林等） 建物（面積） 自動車
台

バイク スクーター
台

有価証券
出資金

円



重 要

科 目 工 区 等 当り賦課金（円） 是認割合 是認額（円）

一般会計

県営特別会計 飛鳥地区排水対策

内郷地区

山元地区

中平田東地区

南平田地区

同 （ 繰上償還分）

西平田地区 田

同 畑

中平田南地区 田

同 畑

大正溝地区

砂越地区 田

同 畑

同 （茨野新田 繰上償還分）

同 （ 繰上償還分） 田

同 （ 繰上償還分） 畑

中平田西地区

同 （ 繰上償還分）

飛鳥砂越地区

楢橋地区（ 繰上償還分）

団体営特別会計 寺田第二地区

南田沢第二地区

相沢川地区

上郷溝地区

石名坂地区

飛鳥地区

山寺地区

科 目 工 区 等 当り賦課金（円）） 是認割合 是認額（円）

一般会計

県営特別会計 飛鳥地区排水対策

内郷地区

山元地区

中平田東地区

南平田地区

同 （ 繰上償還分）

西平田地区 田

同 畑

中平田南地区 田

同 畑

大正溝地区

砂越地区 田

同 畑

同 （茨野新田 繰上償還分））

同 （ 繰上償還分） 田

同 （ 繰上償還分） 畑

中平田西地区

同 （ 繰上償還分）

飛鳥砂越地区

楢橋地区（ 繰上償還分）

団体営特別会計 寺田第二地区

南田沢第二地区

相沢川地区

上郷溝地区

石名坂地区

飛鳥地区

山寺地区

・ 当たりの賦課金が 円未満の地区は全額
・ 当たりの賦課金が 円以上の地区は、必要経費の試算により最低でも 円
詳しい内容のお問い合わせは、大町溝土地改良区総務課財務係までお願いします。

が 円未満の地区は全額
が 円以上の地区は、必要経費の試算により最低でも 円



是認額について

是認割合の算定

是認額の計算式

事 業 費（取 得 費）の 内訳

永久資産 繰延資産 共通経費

整地工
用地補償
換地費

用排水工
道路工
暗渠排水
客土工
営繕費

工事雑費
測量試験費
事務費

是認額について

是認割合の算定

是認額の計算式

永久資産 繰延資産 共通経費

土地改良区に納付した賦課金については確定申告に際し、全額必要経費としてみとめられる性質
のものではありません。

一定の是認（ぜにん）割合で掛けた是認額が必要経費として認定されることとなっております。

”ほ場整備の実施により農地の価値が上がった分を個人の永久資産ととらえ、農業経費としては
認められない。”
という税務上の判断から、工事費の中からその永久資産経費を除き、工事費に対する繰延資産

取得率（事業費全体の中で道水路工事費等の占める割合）をほ場整備実施地区毎に算定し、計算し
た金額が是認額となっております。

（賦課額より維持管理費を除いた額 繰延資産取得率（注 ）） 維持管理費（注 ） 地区是認額

地区是認額 地区面積 当たり是認額

繰延資産取得率

大町溝土地改良区のホームページ（ ）に掲載されておりますので活用ください。
問い合わせ先 大町溝土地改良区 総務課 財務係

注 ・・・繰延資産取得率とは、事業費全体の中で道水路工事費等の占める割合です。

注 ・・・維持管理費とは、賦課事務費と当年の償還利子額を合わせた額です。




